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交雑種雌子牛に認められた腰椎欠如奇形体の 1 例
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要     約

分娩介助により娩出された交雑種雌子牛の後躯に奇形が認められたため，病性鑑定を実施した．子牛は，腰椎，仙
椎，尾椎を欠き，寛骨は，全体的に幅が狭く，両側の腸骨翼が，左右密着した状態で存在していた．骨標本の観察では，
第12胸椎椎弓部は前後2個の骨よりなり，剣状の第13胸椎椎体は独立して存在した．骨盤腔内臓器では，左右の水腎
症と生殖器の形成不全が認められた．以上の結果により本症例を腰椎欠如奇形体と診断した．
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